
STU
D

IO
 G

ALLERY(

港
区
北

青
山
、
伊
藤
忠
ビ
ル
隣
）
に
て
、

「
未
来
に
つ
な
ぐ
子
ど
も
の
読
書
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
財
団
の
事

業
紹
介
の
ほ
か
、
期
間
中
、
子
ど

も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
４
つ
開
催

予
定
で
す
。（
詳
細
は
当
財
団
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、２
０
２
４
年
に
同
じ
く

設
立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
東
京

子
ど
も
図
書
館
さ
ま
と
協
働
で
、

こ
れ
か
ら
文
庫
を
は
じ
め
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
方
、
文
庫
活
動
に

関
心
の
あ
る
方
向
け
に「
文
庫
の

手
引
き
」を
製
作
し
ま
し
た
。「
文

庫
の
手
引
き
」は
２
月
の
展
示
会

場
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、

２
０
２
５
年
４
月
以
降
、当
財
団

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
す
る
予
定
で

す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
や
、人
口
減
少
が

進
む
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て

も
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、読
書

は
価
値
あ
る
も
の
で
す
。当
財
団

は
、こ
れ
か
ら
も「
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
読
書
の
喜
び
を
」提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

№687
★「伊藤忠記念財団 子ども文庫助成事業」
　　助成贈呈先 決定（2･3 頁）

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
２
月

27
日
㈭
開
催
予
定
で
、
今
後
の
子

ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
活
力
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、財
団
設
立
50
周
年

を
記
念
し
、２
０
２
５
年
１
月
と

２
月
に
記
念
展
示
を
企
画
し
ま
し

た
。

　
１
月
は
、
１
月
10
日
㈮
～
２
月

２
日
㈰
に
教
文
館
９
Ｆ
ナ
ル
ニ
ア

国
ナ
ル
ニ
ア
ホ
ー
ル
に
て
、「
伊

藤
忠
記
念
財
団
50
年
の
あ
ゆ
み
～

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の

喜
び
を
～
」
を
開
催
し
、
当
財
団

の
ふ
た
つ
の
事
業
（「
子
ど
も
文

庫
助
成
事
業
」
と
「
電
子
図
書
普

及
事
業
」）
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。期
間
中
、１
月
22
日
㈬
に
、「
子

ど
も
文
庫
の
今
と
こ
れ
か
ら
」
と

題
し
、講
演
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
月
は
、２
月
５
日
㈬
～
３
月
２

日
㈰
の
期
間
、ITO

CH
U

 SD
G

s 

「
電
子
図
書
普
及
事
業
」
で
は
障

が
い
が
あ
る
た
め
に
通
常
の
書
籍

で
は
読
む
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
規
格
の
電
子
図

書
「
わ
い
わ
い
文
庫
」
の
製
作
・

寄
贈
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
全
国
各
地
の
公
共
図
書
館
な
ど

で
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
読
書
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め

の「
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
研
究
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
２
月
１
日

㈯
に
は
、
大
阪
市
立
中
央
図
書
館

で
開
催
し
、
多
く
の
受
講
者
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、毎
年
３
月
初
旬
ご
ろ
に
、

そ
の
年
度
の「
子
ど
も
文
庫
助
成
」

の
受
領
者
を
伊
藤
忠
東
京
本
社
ビ

ル
に
お
招
き
し
開
催
す
る
「
贈
呈

式
」
は
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
に

関
わ
る
大
勢
の
方
々
が
一
同
に
会

し
懇
親
を
深
め
る
貴
重
な
場
と

　
当
財
団
は
、
２
０
２
４
年
９
月

30
日
に
設
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
長
年
に
わ
た
り
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
、
す
べ
て

の
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
、
深
く

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

１
９
７
４
年
の
設
立
以
降
、「
次

世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な

育
成
」を
掲
げ
、子
ど
も
の
読
書
を

支
援
す
る
事
業
を
軸
と
し
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。設
立
翌

年（
１
９
７
５
年
）か
ら
開
始
し
た

「
子
ど
も
文
庫
助
成
事
業
」は
、子

ど
も
た
ち
に
読
書
の
場
を
提
供
す

る
家
庭
文
庫
へ
の
助
成
か
ら
は
じ

ま
り
ま
し
た
。そ
の
後
、当
財
団

は
、全
国
各
地
で
子
ど
も
の
読
書

活
動
を
支
援
す
る
方
々
を
直
接
訪

問
し
、現
場
の
実
情
を
把
握
し
な

が
ら
読
書
環
境
の
改
善
に
つ
な
が

る
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
か
ら
開
始
し
た

《伊藤忠記念財団ホームページ》https://www.itc-zaidan.or.jp/
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藤
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伊
藤
忠
記
念
財
団

子
ど
も
文
庫
助
成
事
業

助
成
贈
呈
先
決
定

〈
２
０
２
４
年
度
〉

　
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協

議
会
が
公
益
財
団
法
人 

伊
藤
忠
記
念

財
団
か
ら
事
業
の
一
部
の
委
託
を
受
け

て
い
る「
子
ど
も
文
庫
助
成
事
業
」の

２
０
２
４
年
度
助
成
贈
呈
先
が
決
定
し

ま
し
た
（
計
117
件
）。

　
本
年
度
の
総
応
募
件
数
は
162
件
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
伊
藤
忠
記
念
財

団
が
子
ど
も
の
読
書
に
つ
い
て
の
啓

発
、
指
導
に
関
す
る
民
間
の
有
益
な
活

動
の
目
的
達
成
の
た
め
に
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
で
第
50
回
、
助
成
件
数
は

２
９
２
５
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
伊
藤
忠
記
念
財
団
で
は
２
０
２
５
年

度
も
同
助
成
を
実
施
し
ま
す
。
応
募
期

間
は
、
４
月
～
６
月
の
予
定
で
す
。
応

募
要
項
は
３
月
、
伊
藤
忠
記
念
財
団
お

よ
び
読
書
推
進
運
動
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

　
な
お
、
各
道
府
県
読
書
推
進
運
動
協

議
会
、
お
よ
び
各
都
道
府
県
立
中
央
図

書
館
へ
は
、
当
協
議
会
の
依
頼
状
を
同

封
し
た
う
え
で
伊
藤
忠
記
念
財
団
よ
り

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

京
都
府　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
嵐
山
こ
ど
も
食
堂

京
都
府　
桂
坂
か
え
で
子
ど
も
文
庫

京
都
府　
ぱ
お
ぱ
お
つ
な
が
り

京
都
府　
ひ
な
の
え
ほ
ん

大
阪
府　
ま
ち
か
ど
図
書
館
３
３・８
８

兵
庫
県　
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

　
　
　
　

IPPO

兵
庫
県　
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
「
お
お
き
な
木
」

兵
庫
県　
ぐ
り
ぃ
～
ん
メ
ー
ル

和
歌
山
県　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
き
の
く
に
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

和
歌
山
県　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
ブ
ッ
ク
・
ブ
ッ
ク

鳥
取
県　
河
崎
小
学
校
朝
読
書

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

広
島
県　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
丘
の
上
福
祉
会

広
島
県　
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
わ
ら
っ
と

　

児
童
書
・
絵
本
な
ど
の
図
書
購
入

費
用
、
紙
芝
居
・
人
形
劇
な
ど
読
書

啓
発
活
動
に
つ
な
が
る
実
演
作
品
の

購
入
費
用
と
し
て
一
律
30
万
円
を
助

成
。
半
額
の
15
万
円
ま
で
を
読
書
啓

発
に
関
連
す
る
講
演
会
・
研
修
会
の

開
催
費
や
参
加
費
、
備
品
の
購
入
（
書

籍
管
理
備
品
、
実
演
用
備
品
な
ど
）

に
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
財
団

が
指
定
す
る
団
体
か
ら
の
講
師
派
遣
、

研
修
参
加
に
助
成
金
の
全
額
を
使
用

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
読
書
啓
発
を
行
っ
て

い
る
民
間
の
文
庫
や
実
演
団
体
、
連
絡

会
な
ど
が
対
象
。
実
質
的
に
草
の
根
運

動
と
見
な
さ
れ
る
個
人
・
団
体
で
あ
る

こ
と
、
３
年
以
上
の
活
動
歴
が
あ
り
、

今
後
も
継
続
し
た
活
動
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

北
海
道　
た
ん
ぽ
ぽ
文
庫

北
海
道　
ふ
ら
の
・
も
の
が
た
り

　
　
　
　
文
化
の
会

北
海
道　
た
か
す
ぶ
っ
く
ク
ラ
ブ

山
形
県　
大
曽
根
小
学
校
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

山
形
県　
お
は
な
し
く
ま
さ
ん

茨
城
県　
横
田 

照
実
（
個
人
）

埼
玉
県　

M
aple Farm

◆
子
ど
も
の
本
購
入
費

　
助
成
先
一
覧（
56
件
）

埼
玉
県　
お
は
な
し
の
会
た
ん
ぽ
ぽ

千
葉
県　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
「
読
夢
の
会
」

東
京
都　
労
働
者
協
同
組
合
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
　
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　
　
　
団 

み
ん
な
の
ふ
く
ろ
う

　
　
　
　
お
も
ち
ゃ
図
書
館

東
京
都　
こ
ご
う
ち
ぶ
ん
こ
・

　
　
　
　
こ
と
り
の
へ
や

東
京
都　
一
般
社
団
法
人

　
　
　
　
八
王
子
冒
険
遊
び
場
の
会

神
奈
川
県　

Blue H
ands

　
　
　
　
　
一
般
社
団
法
人

神
奈
川
県　
絵
本
de
あ
い

　
　
　
　
　
ブ
ッ
ク
り
ぼ
ん

神
奈
川
県　
お
は
な
し
の
風

新
潟
県　
お
は
な
し
お
か
あ
さ
ん

富
山
県　
富
山
森
の
こ
ど
も
園

富
山
県　
射
水
市
中
央
図
書
館

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
し
お
り
の
会
」

　
　
　
　
キ
ッ
ズ
グ
ル
ー
プ

長
野
県　
飛
び
出
す
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　
会
染
母
ん
ば
ー

長
野
県　
増
塩 
理
沙
（
個
人
）

岐
阜
県　
ま
め
っ
こ
文
庫

静
岡
県　
ち
い
さ
な
と
し
ょ
か
ん

　
　
　
　
家
庭
文
庫
も
り
の
い
え

愛
知
県　
ひ
ざ
ぶ
ん
こ

愛
知
県　
ひ
い
ら
ぎ
山
の
子
ど
も
文
庫

愛
知
県　
設
楽
朗
読
の
会
あ
う
ん

三
重
県　
大
安
町
お
は
な
し
の
会

　
　
　
　
く
ま
の
こ

広
島
県　
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し

広
島
県　
家
庭
文
庫
ぽ
て
と

徳
島
県　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

グ
リ
ー
ン

　
　
　
　
バ
レ
ー
（
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば
）

徳
島
県　
い
ち
ご
文
庫

福
岡
県　
古
賀
子
ど
も
の
本
の
交
流
会

福
岡
県　
つ
ば
さ
文
庫

佐
賀
県　
マ
ザ
ー
リ
ー
フ

熊
本
県　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　
子
育
て
支
援
ワ
ー
カ
ー
ズ

　
　
　
　
ぺ
ぺ
ぺ
ぺ
ら
ん

熊
本
県　
西
合
志
第
一
小
学
校

　
　
　
　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

鹿
児
島
県　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
会

　
　
　
　
　
「
お
は
な
し
の
森
」

鹿
児
島
県　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
虹
花

鹿
児
島
県　
よ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

イ
ギ
リ
ス　
か
ぶ
と
む
し
文
庫

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　
カ
ン
ガ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ケ
ッ
ト
文
庫

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　
シ
ド
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
文
庫

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　
カ
ニ
カ
ニ
文
庫

マ
レ
ー
シ
ア　
マ
レ
ー
シ
ア
子
育
て

　
　
　
　
　
　

LABO

おはなしくまさん
（山形県）

◆
病
院・施
設
子
ど
も
読
書

　
活
動
費
助
成
先
一
覧（
６
件
）

　
図
書
購
入
費
用
お
よ
び
読
書
啓
発
活

動
に
つ
な
が
る
実
演
作
品
の
購
入
費
用

と
し
て
一
律
30
万
円
を
助
成
。
障
が
い

コ
」
の
梅
田
惠
子
さ
ん
（
福
岡
県
福
津

市
）
の
２
名
で
す
。
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子
ど
も
の
読
書
啓
発
活
動
に
長
年

（
20
年
以
上
）
貢
献
さ
れ
て
き
た
個
人

を
顕
彰
す
る
賞
で
す
。１
９
８
４
年
の

第
１
回
以
来
、
昨
年
ま
で
に
90
名
に
贈

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
の
受
賞
者
は
、「
び
わ
こ
ビ
ブ

リ
オ
道
場
」
の
北
村
惠
美
子
さ
ん
（
滋

賀
県
彦
根
市
）、「
お
は
な
し
会 

昔
っ

◆
子
ど
も
文
庫
功
労
賞

し
た
活
動
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
希
望
す
る
対
象
年
齢
向
け
セ
ッ
ト
そ

の
ま
ま
、ま
た
は
、対
象
年
齢
向
け
セ
ッ

ト
全
400
冊
に
２
０
０
０
年
以
降
に
出
版

さ
れ
た
図
書
を
中
心
に
選
ば
れ
た
150
冊

を
あ
わ
せ
た
550
冊
よ
り
100
冊
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

宮
城
県　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
中
山
街
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

福
島
県　
心
に
虹
の
お
は
な
し
会

千
葉
県　
き
り
ん
文
庫

千
葉
県　
え
が
お
の
お
へ
や

東
京
都　
一
般
財
団
法
人

　
　
　
　
杉
並
区
交
流
協
会

東
京
都　
東
久
留
米
第
二
公
務
員
住
宅

　
　
　
　
自
治
会
文
庫

新
潟
県　
天
良
文
庫

静
岡
県　
ひ
ろ
み
文
庫

愛
知
県　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

次
世
代
健
全

　
　
　
　
育
成
サ
ポ
ー
ト
あ
ひ
る
っ
こ

京
都
府　

knocks! horikaw
a

　
　
　
　
み
ん
な
の
図
書
館

京
都
府　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人H

O
PE300

　
　
　
　
子
ひ
つ
じ
子
ど
も
食
堂

京
都
府　
え
ほ
ん
だ
な

京
都
府　
ぴ
ん
ぽ
ん
文
庫

大
阪
府　
矢
田
東
地
域
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
研
究
会

大
阪
府　
地
域
交
流
サ
ロ
ン
・

　
　
　
　
ぷ
ら
っ
と
都
島

　
対
象
年
齢
別
に
、「
小
学
校
低
学
年

向
け
」「
小
学
校
中
学
年
向
け
」「
小
学

校
高
学
年
向
け
」「
乳
幼
児
向
け
」
の
４

セ
ッ
ト
（
各
100
冊
）
を
用
意
。
助
成
対

象
は「
購
入
費
助
成
」「
病
院
・
施
設
子

ど
も
読
書
活
動
費
助
成
」と
共
通
。
活

動
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、今
後
も
継
続

◆
子
ど
も
の
本
100
冊

　
助
成
先
一
覧（
28
件
）

大
阪
府　
も
み
の
木
文
庫

大
阪
府　
あ
お
ぞ
ら
文
庫

奈
良
県　
学
校
図
書
館 

図
書
室

　
　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー 

さ
く
ら
い

　
　
　
　
読
書
の
森

福
岡
県　
三
筑
き
ら
り
文
庫

福
岡
県　
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
北
九
州
国
際
交
流
協
会

長
崎
県　
田
河
Ａ
Ｂ
Ｃ

宮
崎
県　
あ
そ
び
場
ミ
ナ
ク
ル

鹿
児
島
県　
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん

沖
縄
県　
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

　
　
　
　

H
AN

A

＊H
AN

A

ア
イ
ス
ラ
ン
ド　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
日
本
語
母
国
語
教
室

ア
メ
リ
カ　
に
ほ
ん
ご
で
あ
そ
ぼ
う

中
国　
こ
ど
も
図
書
サ
ー
ク
ル

　
　
　
上
海
ひ
ま
わ
り
文
庫

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
　
　
タ
ズ
マ
ン
子
ど
も
文
庫

　
　
　
り
ん
ご
の
き

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
読
書
支

援
機
器
な
ど
の
購
入
、
お
よ
び
、
布
の

絵
本
や
点
字
絵
本
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー

図
書
作
成
の
た
め
の
費
用
も
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
助
成
額
の
半
額
15
万
円
ま

で
を
、
講
習
会
の
開
催
費
や
参
加
費
お

よ
び
備
品
の
購
入
に
使
用
で
き
ま
す
。

購
入
費
助
成
同
様
、
３
年
以
上
の
活
動

歴
が
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
た
活
動
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

福
島
県　
社
会
福
祉
法
人 

北
中
央
福
祉
会

　
　
　
　
あ
ゆ
み
保
育
園

群
馬
県　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
笑
心
ち
ゃ
ん

東
京
都　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル

神
奈
川
県　
き
い
ろ
い
お
う
ちfarm

大
阪
府　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
て
ん
や
く
絵
本
ふ
れ
あ
い
文
庫

熊
本
県　
医
療
型
特
定
短
期
入
所

　
　
　
　
か
ぼ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ

◆
特
別
支
援
学
校
図
書
支
援

　
助
成
先
一
覧（
29
件
）

　
す
で
に
開
校
済
み
で
、
学
校
図
書
館

運
営
な
ど
を
通
し
て
読
書
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
特
別
支
援
学
校
が
対
象
で

す
。
学
校
図
書
館
の
蔵
書
購
入
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
図
書
や
読
書
支
援
器
の

購
入
・
作
成
費
と
し
て
一
律
30
万
円
を

助
成
し
ま
す
。
半
額
の
15
万
円
ま
で
を

書
架
な
ど
の
備
品
購
入
に
使
用
で
き
ま

す
。

北
海
道　
北
海
道
苫
小
牧
支
援
学
校

青
森
県　
青
森
県
立

　
　
　
　
八
戸
第
二
養
護
学
校

岩
手
県　
学
校
法
人
カ
ナ
ン
学
園

　
　
　
　
三
愛
学
舎

栃
木
県　
栃
木
県
立

　
　
　
　
益
子
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県　
さ
い
た
ま
市
立

　
　
　
　
ひ
ま
わ
り
特
別
支
援
学
校

東
京
都　
東
京
都
立

　
　
　
　
高
島
特
別
支
援
学
校

東
京
都　
東
京
都
立

　
　
　
　
墨
東
特
別
支
援
学
校

石
川
県　
石
川
県
立
七
尾
特
別
支
援

　
　
　
　
学
校 

輪
島
分
校

福
井
県　
福
井
県
立

　
　
　
　
嶺
南
東
特
別
支
援
学
校

山
梨
県　
山
梨
県
立
盲
学
校

山
梨
県　
山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
う
ぐ
い
す
の
杜
学
園

山
梨
県　
山
梨
大
学
教
育
学
部
附
属

　
　
　
　
特
別
支
援
学
校

山
梨
県　
山
梨
県
立
わ
か
ば
支
援
学
校

　
　
　
　
ふ
じ
か
わ
分
校

長
野
県　
長
野
県
松
本
養
護
学
校

岐
阜
県　
岐
阜
県
立
岐
阜
清
流
高
等

　
　
　
　
特
別
支
援
学
校

滋
賀
県　
滋
賀
県
立
北
大
津
養
護
学
校

京
都
府　
京
都
府
立
八
幡
支
援
学
校

和
歌
山
県　
和
歌
山
県
立

　
　
　
　
　
み
は
ま
支
援
学
校

島
根
県　
島
根
県
立

　
　
　
　
松
江
緑
が
丘
養
護
学
校

島
根
県　
島
根
県
立
盲
学
校

島
根
県　
島
根
県
立
出
雲
養
護
学
校

島
根
県　
島
根
県
立
浜
田
養
護
学
校

島
根
県　
島
根
県
立
益
田
養
護
学
校

広
島
県　
広
島
県
立

　
　
　
　
廿
日
市
特
別
支
援
学
校

広
島
県　
広
島
県
立

　
　
　
　
福
山
北
特
別
支
援
学
校

　
贈
呈
式
は
２
月
27
日
㈭
に
、
東
京
都

港
区
の
伊
藤
忠
商
事
東
京
本
社
ビ
ル
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

コ
」
の
梅
田
惠
子
さ
ん
（
福
岡
県
福
津

市
）
の
２
名
で
す
。
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■
第
59
回 

新
風
賞

成
瀬
は
天
下
を
取
り
続
け
る
？

圧
倒
的
得
票
で
新
風
賞
を
受
賞

受賞者メッセージを代読する新潮社 佐藤社長【左】
PHP 研究所 瀬津社長【右】

　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
は
１
月
７
日
、

２
０
２
５
年
「
出
版
関
係
新
年
名
刺
交

換
会
」
を
開
催
、
東
京
都
千
代
田
区
の

出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル
に
、
出
版
社
、
取
次

会
社
、
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約
350
人
の

参
加
者
が
あ
っ
た
。

　
会
の
冒
頭
、
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
の
野

間
省
伸
会
長
（
読
書
推
進
運
動
協
議
会

会
長
）
が
あ
い
さ
つ
。
昨
年
を
ふ
り
返

る
と
と
も
に
、
出
版
界
の
現
状
に
つ
い

て
、
流
通
、
輸
送
や
書
店
の
減
少
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
解
決
に

向
け
て
み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
語
り
、

乾
杯
を
行
っ
た
。

　
当
日
受
付
で
配
布
さ
れ
た
「
出
版
ク

ラ
ブ
だ
よ
り
」
に
は
、
日
本
書
籍
出
版

協
会
・
小
野
寺
優
理
事
長
、
日
本
雑
誌

協
会
・
宮
原
博
昭
理
事
長
、
日
本
出
版

取
次
協
会
・
近
藤
敏
貴
会
長
、
日
本
書

店
商
業
組
合
連
合
会
・
矢
幡
秀
治
会
長

の
新
年
の
あ
い
さ
つ
が
掲
載
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
出
版
界
の
課
題
に

つ
い
て
の
認
識
と
、
今
後
の
展
望
と
施

策
を
語
っ
た
。

　
各
団
体
代
表
の
記
念
撮
影
の
後
、
立

食
形
式
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

■
新
年
名
刺
交
換
会

出
版
界
の
課
題
に
業
界
を
あ
げ
て

取
り
組
む
姿
勢
を
再
確
認

あいさつをする日本出版クラブ
野間会長

る
。
今
回
は
、
宮
島
さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー

作
に
し
て
、
本
屋
大
賞
ほ
か
15
冠
を
達

成
し
た『
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く
』

が
、
圧
倒
的
に
票
を
集
め
て
の
受
賞
と

な
っ
た
。
ま
た
、『
赤
と
青
の
ガ
ウ
ン
』

は
、
専
業
作
家
で
は
な
い
著
者
で
あ
る

こ
と
、
文
庫
化
で
多
く
の
読
者
の
関
心

を
ひ
き
つ
け
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ

て
特
別
賞
に
決
定
し
た
。

　
新
潮
社
の
佐
藤
隆
信
社
長
は
、「
発

売
当
初
か
ら
、
無
名
の
新
人
の
デ

ビ
ュ
ー
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ

ん
並
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
書
店
で
い

ま
だ
売
れ
て
い
る
と
の
声
を
も
ら
う
と

う
れ
し
く
、
今
後
も
末
長
い
ご
愛
顧
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
の
宮
島
さ
ん
か
ら

の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。

　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
の
瀬
津
要
社
長
も
、

「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
本
の
虫
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
知
識
と
出
会
え
る
書
店
は
身

近
な
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
。
自
分
の
著
作

が
そ
の
中
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
見

る
と
う
れ
し
く
、
誇
ら
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
ポ
ッ
プ
を
見
る
と
い
つ
も

心
が
踊
り
、
温
か
い
気
持
ち
に
満
た
さ

れ
ま
す
」
と
の
彬
子
女
王
殿
下
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。

　
各
地
域
を
代
表
す
る
書
店
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
書
店
新
風
会
主
催
の

「
第
59
回 

新
風
賞
」
贈
賞
式
が
、
１
月

８
日
㈬
、
東
京
都
新
宿
区
の
ハ
イ
ア
ッ

ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
行
わ
れ

た
。

　
新
風
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
宮
島
未

奈
さ
ん『
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く
』

（
新
潮
社
）。
ま
た
、
特
別
賞
が
彬
子
女

王
殿
下
『
赤
と
青
の
ガ
ウ
ン 

オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
留
学
記
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所
）
に
贈
ら
れ
た
。

　
同
賞
は
、「
こ
の
１
年
で
書
店
店
頭

の
活
性
化
に
貢
献
し
た
作
品
」
と
し

て
、
会
員
書
店
員
の
投
票
で
選
ば
れ

入
賞
は
３
団
体
、
32
作
品
。
入
選
は
優

良
賞
139
作
品
、
奨
励
賞
275
作
品
、
佳
作

１
３
８
５
作
品
の
結
果
だ
っ
た
。

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
12
月
11
日

㈬
に
事
前
の
個
人
審
査
会
に
も
出
席
。

「
調
べ
る
学
習
」
部
門
の
小
学
生
の
部

（
中
学
年
）
審
査
を
担
当
し
た
。
こ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
は
、
文
部
科
学
大
臣

賞
と
し
て
、
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
立
平
岡

小
学
校
４
年
の
鈴
木
克
磨
さ
ん
に
よ
る

「
青
信
号『
あ
お
』と
よ
ぶ
の
に
緑
色
？
」

　
公
益
財
団
法
人 

図
書
館
振
興
財
団

（
東
京
都
文
京
区
）
が
主
催
す
る
、
第

28
回
「
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習

コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
２
０
２
４
年
12
月

26
日
㈭
、
同
財
団
で
最
終
審
査
会
を
行

い
、
２
０
２
５
年
１
月
16
日
㈭
に
、
財

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
結
果
を
発
表
し

た
。

　
２
０
２
４
年
９
月
９
日
～
10
月
７
日

の
募
集
期
間
に
、
前
回
を
上
回
る
合
計

12
万
３
５
４
１
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

が
選
ば
れ
た
。

　
ま
た
、
一
定
の
地
域
を
基
盤
と
し
た

「
地
域
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
対
象
と
す
る

総
務
大
臣
賞
に
は
、
宮
城
県
富
谷
市
教

育
委
員
会
の
「
富
谷
市
図
書
館
を
使
っ

た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
表
彰

さ
れ
た
。

　
表
彰
式
は
、
３
月
８
日
㈯
に
、
東
京

都
内
で
開
催
予
定
と
の
こ
と
。

■
第
28
回 

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

関
心
・
疑
問
を
図
書
館
資
料
で

じ
っ
く
り
調
べ
た
作
品
を
審
査
・
表
彰

熱心な審査が行われた
最終審査会の様子
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締
役
の
土
肥
寿
郎
さ
ん
は
、「
25
年
、
ほ

ぼ
ひ
と
り
で
仕
事
を
し
て
き
た
。
出
版

は
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
く
博
打
。
手
練
手

管
で
切
り
抜
け
て
き
た
。出
版
に
は
そ

れ
だ
け
の
魅
力
が
あ
る
」と
語
っ
た
。

　
学
芸
文
化
賞
特
別
賞
は
、
ユ
ニ
ー
ク

な
視
点
の
学
術
書
・
資
料
図
書
を
出
版

し
て
い
る
芙
蓉
書
房
出
版
。
代
表
取
締

役
の
奥
村
侑
生
市
さ
ん
と
と
も
に
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
、
昨
年
夏
で
一
線
を
退

い
た
顧
問
の
平
澤
公
裕
さ
ん
は
、「
後

世
に
残
す
べ
き
本
を
作
り
た
い
と
思
っ

て
き
た
。
今
回
の
受
賞
は
私
の
最
後
の

一
年
の
仕
事
へ
の
評
価
と
な
り
、
と
て

も
う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
梓
会
の
下
中
美
都
理
事
長
は
、「
出

版
社
は
み
な
、
本
を
残
す
、
伝
え
る
仲

間
。『
一
緒
に
や
ろ
う
よ
』を
テ
ー
マ
に
、

書
店
の
フ
ェ
ア
や
図
書
館
へ
の
働
き
か

け
な
ど
取
り
組
み
た
い
」
と
語
っ
た
。

し
と
な
る
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、

と
て
も
う
れ
し
い
。
北
海
道
で
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
っ
て
い
た
が
、
ど
う
し
て

も
本
が
作
り
た
く
て
、
１
９
８
８
年
に

亜
璃
西
社
を
創
業
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

北
海
道
の
歴
史
や
文
化
を
掘
り
起
こ
し

て
本
を
作
っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　
出
版
文
化
賞
特
別
賞
は
、
東
京
化
学

同
人
。
１
９
６
１
年
以
来
、
化
学
だ
け

で
は
な
く
、
理
工
書
全
体
に
ま
た
が
り

「
科
学
者
の
知
」
を
伝
え
て
き
た
。
石

田
勝
彦
社
長
は
、「
初
代
社
長
か
ら
受

け
継
い
で
き
た
こ
と
は
、『
幼
稚
な
知

性
を
き
ら
う
』「
知
識
を
得
た
も
の
と

し
て
の
責
任
を
は
た
す
』。
科
学
技
術

に
つ
い
て
事
実
を
も
と
に
考
え
る
知

性
、
知
ら
せ
る
責
任
を
備
え
た
人
間
を

増
や
す
こ
と
が
平
和
に
つ
な
が
る
。
そ

れ
は
出
版
活
動
の
根
っ
こ
の
部
分
で
も

あ
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　
新
聞
社
の
文
化
・
学
芸
部
長
、
書
評

面
編
集
者
が
選
ぶ
新
聞
社
学
芸
文
化
賞

は
、寿
郎
社（
じ
ゅ
ろ
う
し
ゃ
）が
受
賞
。

こ
ち
ら
も
北
海
道
の
出
版
社
で
、
北
海

道
地
域
史
や
道
内
で
の
訴
訟
や
事
件
な

ど
を
紹
介
す
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を

出
版
し
て
き
た
。
あ
い
さ
つ
で
代
表
取

　
一
般
社
団
法
人 
出
版
梓
会
は
「
第

40
回 

梓
会
出
版
文
化
賞
」「
第
21
回
出

版
梓
会
新
聞
社
学
芸
文
化
賞
」
の
贈
呈

式
を
１
月
27
日
㈪
、
東
京
都
千
代
田
区

の
如
水
会
館
で
開
催
し
た
。

　
今
回
、
梓
会
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し

た
の
は
北
海
道
の
亜
璃
西
社
（
あ
り
す

し
ゃ
）。『
さ
っ
ぽ
ろ
野
鳥
観
察
手
帖
』

『
北
海
道
の
縄
文
文
化 

こ
こ
ろ
と
暮
ら

し
』
な
ど
の
北
海
道
な
ら
で
は
の
出
版

企
画
に
加
え
、
海
上
交
易
と
港
湾
の
歴

史
を
俯
瞰
す
る
『
世
界
港
湾
史
』
な
ど

視
野
の
広
い
出
版
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。
受
賞
者
あ
い
さ
つ
で
社
長
の
和

田
由
美
さ
ん
は
、「
次
世
代
へ
の
橋
渡

下中理事長と受賞者、選考委員の
記念写真

■
第
40
回 

梓
会
出
版
文
化
賞
ほ
か

残
す
べ
き
本
、
知
ら
せ
る
べ
き
知
識
…

出
版
の
魅
力
を
こ
れ
か
ら
も

出版クラブビルでは受賞社の書籍とあわせ
各社の日常も展示中（3 月 31 日まで）

■
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
「
童
堂
賛
歌
」

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
ポ
ス
タ
ー
が

待
ち
遠
し
く
な
る
？ 

美
術
展

堂
賛
歌
が
で
き
る
ま
で
』」
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
美
術
展
の
期
間
中
、
休
展

日
は
な
し
。

　
そ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
改
札
へ
の

大
型
バ
ナ
ー
の
掲
載
も
実
施
。
連
携
企

画
と
し
て
、
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
が
美
術
を
担
当
す
る
ダ
ン
ス
作

品
『
オ
バ
ケ
ッ
タ
』
が
、
４
月
５
日
㈯

にiichico

音
の
泉
ホ
ー
ル（
大
分
市
）

で
上
演
さ
れ
る
。

　
開
館
時
間
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
方
法
な

ど
詳
細
な
ど
は
大
分
県
立
美
術
館
サ

イ
ト
（https://w

w
w

.opam
.jp/

）

を
参
照
の
こ
と
。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
ポ
ス
タ
ー
に

書
下
ろ
し
イ
ラ
ス
ト
を
提
供
い
た
だ
い

て
い
る
、
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

の
「
大
絵
本
美
術
展
『
童
堂
賛
歌
』」

が
、
大
分
県
立
美
術
館
（
大
分
県
大
分

市
）
で
４
月
13
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
美
術
展
は
、
昨
年
７
月
の
平
塚

市
美
術
館
（
神
奈
川
県
）
か
ら
は
じ

ま
り
、
足
利
市
立
美
術
館
（
栃
木
県
）、

千
葉
市
美
術
館
（
千
葉
県
）
を
巡
回
し

て
き
た
。日
本
絵
本
賞
大
賞
受
賞
の『
ゆ

う
や
け
に
と
け
て
い
く
』
を
は
じ
め
と

し
た
絵
本
の
原
画
だ
け
で
な
く
、
立
体

作
品
や
映
像
作
品
、ア
ト
リ
エ
の
様
子
、

そ
し
て
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
ポ
ス

タ
ー
原
画
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

大
分
県
は
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
の
地
元
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
関

連
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
美
術

展
初
日
の
２
月
７
日
㈮
に
は
、
お
ふ
た

り
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
サ
イ

ン
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
後
、
３
月
７

日
㈮
・
14
日
㈮
・
21
日
㈮
・
28
日
㈮
に

は
「
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
に
よ

る
公
開
制
作
」
が
、
３
月
16
日
㈰
に
は

「
ス
ペ
シ
ャ
ル・ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
『
童

「童堂賛歌」チラシ
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み　
⑵

　
２
０
２
４
年
度
の｢

読
書
週
間｣

に
際
し
て
道
府
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
表
彰
し
た
全
国
の
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

員
が
い
ま
す
。

　
文
庫
の
会
で
は
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

子
ど
も
の
本
に
関
わ
る
活
動
を
し
て
い

る
大
人
の
た
め
の
研
修
・
交
流
会
を
年

に
２
～
３
回
開
催
し
、
会
報
で
情
報
発

信
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
図

書
館
で
の
月
１
回
の
お
は
な
し
会
、
年

２
回
の
お
は
な
し
パ
ー
ク
、
秋
に
は
児

童
文
学
者
講
演
会
を
共
催
、夏
に
は「
に

こ
に
こ
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
ひ
ろ
ば
」
の

協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
文
学
館

で
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
は
な
し
会
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
各
文
庫
で
は
、
週
１
～
２
回
、
月
２

回
な
ど
活
動
日
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

家
庭
や
地
域
の
集
会
所
で
子
ど
も
の
本

の
貸
出
を
中
心
に
、
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
・
手
遊
び
・
手
づ
く
り
工
作

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
小
学
校
や

児
童
館
で
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
る

文
庫
も
あ
り
ま
す
。
活
動
し
て
い
る
な

か
で
子
ど
も
た
ち
が
「
楽
し
か
っ
た

よ
！ 
ま
た
、
お
願
い
！
」
と
笑
顔
で

話
し
か
け
て
く
れ
る
の
が
、
い
ち
ば
ん

の
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
に

な
る
本
と
の
出
会
い
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
、
13
文
庫
、
手
を
つ
な
い
で
楽
し
く

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

行
事
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
春
や
秋
は
近
く
の
公
園
に
出
か
け
て

い
き
、
風
に
あ
た
り
な
が
ら
絵
本
を
読

む
「
お
出
か
け
例
会
」。
夏
の
毎
年
恒

例
「
流
し
そ
う
め
ん
と
お
は
な
し
会
」

は
、
か
き
氷
も
あ
り
大
人
気
で
す
。
10

月
の
「
文
庫
お
ひ
さ
ま
は
ら
っ
ぱ
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
マ
マ

た
ち
も
仮
装
し
て
、
近
所
の
お
家
を
回

り
「
ト
リ
ッ
ク 

オ
ア 

ト
リ
ー
ト
」
と

言
い
、
お
菓
子
を
も
ら
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
す
。
自
分
で
作
っ

た
思
い
思
い
の
形
の
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ

て
絵
本
を
楽
し
み
ま
し
た
。
至
極
の
時

間
で
し
た
。
12
月
は
「
文
庫
ク
リ
ス
マ

ス
会
」。
１
家
族
１
芸
１
品
‼ 

絵
本･

歌･

ピ
ア
ノ
演
奏
・
手
品
、
自
分
で
考

え
た
出
し
も
の
を
披
露
し
ま
す
。
子
ど

　
文
庫
お
ひ
さ
ま
は
ら
っ
ぱ
は
、
図
書

館
ま
で
遠
い
の
で
「
近
く
に
子
ど
も
た

ち
と
絵
本
を
楽
し
め
る
場
所
が
あ
っ
た

ら
い
い
ね
！
」
と
、１
９
９
１
年
４
月
、

地
域
の
集
会
所
を
借
り
て
、
６
人
の
仲

間
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
発
足
当
時

は
、
毎
週
月
曜
日
、
当
番
を
決
め
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
校
の
１
室
を
借
り
て
隔

週
土
曜
日
に
、
学
校
帰
り
の
子
ど
も
た

ち
に
本
の
貸
出
や
お
は
な
し
会
を
し
ま

し
た
。
毎
回
70
人
も
の
子
ど
も
た
ち
が

本
を
借
り
て
い
き
ま
し
た
。
本
が
足
り

ず
、
図
書
館
か
ら
団
体
貸
出
を
受
け
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
に
出
会
っ

て
も
ら
い
、
学
校
図
書
館
に
つ
な
げ
た

い
と
い
う
思
い
で
し
た
。

　
現
在
は
金
沢
市
八
日
市
の
代
表
者
宅

に
家
庭
文
庫
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
開
設
か
ら
33
年
経
ち
ま
し
た
。

　
毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前
、
自
宅
を

開
放
し
、
本
の
貸
出
・
絵
本
の
読
み
聞

か
せ･

わ
ら
べ
歌･

ろ
う
そ
く
🕯
の

お
は
な
し･

簡
単
な
工
作
や
季
節
の

　
そ
の
な
か
で
文
庫
間
の
情
報
交
換
や

研
修
会
の
開
催
、
市
へ
の
文
庫
に
対
す

る
補
助
金
の
要
望
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

声
が
あ
り
、
27
文
庫
で
文
庫
の
会
を
発

足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
で

50
周
年
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
50
年
の
間
に
仙
台
で
は
100
近
く

の
文
庫
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
世
話
人

の
家
庭
事
情
・
高
齢
化
・
子
ど
も
た
ち

の
環
境
変
化
の
た
め
に
閉
じ
た
文
庫
も

多
く
、
今
も
活
動
し
て
い
る
13
文
庫
が

現
在
の
会
員
で
す
。
そ
の
他
に
個
人
会

　
仙
台
手
を
つ
な
ぐ
文
庫
の
会
は
、
公

共
図
書
館
と
連
携
し
、
会
員
相
互
の
交

流
と
研
鑽
を
深
め
文
庫
活
動
を
盛
ん
に

し
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
住
民
の
た
め

の
よ
り
よ
い
文
化
環
境
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
７
３
年
秋
に
、
会
は
産
声
を
あ

げ
ま
し
た
。
当
時
、
仙
台
で
は
親
子
読

書
推
進
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
研
修
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
小
河
内
芳
子
さ
ん
、
斎
藤
尚
吾
さ
ん

の
お
話
や
、石
井
桃
子
さ
ん
の
著
書『
子

ど
も
の
図
書
館
』
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

影
響
を
受
け
て
市
内
各
地
に
27
の
文
庫

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
館
で
子

ど
も
た
ち
の
読
書
推
進
活
動
の
た
め

に
、
30
冊
の
本
の
団
体
貸
出
が
ス
タ
ー

ト
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

大
人
気
の
「
に
こ
に
こ
赤
ち
ゃ
ん

ひ
ろ
ば
」

ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に

読
み
聞
か
せ
を
楽
し
む

仙
台
手
を
つ
な
ぐ

文
庫
の
会

宮
城
県
仙
台
市

〈
推
薦
〉

宮
城
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

田
澤　

敦
子

文
庫
お
ひ
さ
ま
は
ら
っ
ぱ

石
川
県
金
沢
市

〈
推
薦
〉

石
川
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

飯
森　

博
子
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児
童
館
、
幼
稚
園
や
保
育
園
、
障
が
い

者
施
設
や
高
齢
者
施
設
な
ど
か
ら
、
読

み
聞
か
せ
の
要
請
が
増
え
た
こ
と
か

ら
、
名
称
を
「
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
『
積
み
木
の
会
』」
に
変
更
し
て
、

現
在
に
い
た
り
ま
す
。

　
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
年
代

の
多
様
な
人
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
模
索
し
、
作
り
あ
げ
た
の
が
、

両
手
を
い
っ
ぱ
い
広
げ
た
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
の
大
型
紙
芝
居
（
31
作
品
）
と
大

型
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
６
作
品
）
で
す
。

上
演
時
に
は
そ
の
大
き
さ
と
迫
力
に
驚

く
と
と
も
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
夏
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
中
高
生
と
会

員
が
一
緒
に
制
作
し
ま
す
。
完
成
し
た

作
品
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
る
子

い
た
お
は
な
し
を
胎
内
で
聴
き
、
人
が

紡
ぐ
柔
ら
か
で
や
さ
し
い
こ
と
ば
が
伝

わ
っ
て
い
た
の
で
す
。
お
母
さ
ん
の
お

腹
の
中
か
ら
の
読
書
は
じ
め
で
す
。

　
図
書
館
に
は
普
遍
的
に
何
世
代
に
も

親
し
ま
れ
て
き
た
レ
ジ
ェ
ン
ド
本
と
、

新
し
い
感
覚
で
楽
し
い
本
が
一
緒
に
並

ん
で
い
ま
す
。
好
き
で
お
気
に
入
り
を

選
ぶ
時
間
は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
の
力

を
つ
け
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
素
話
が
想
像
の
世
界
に
広
が
っ
て
い

く
一
助
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
小
さ
な
会
は
図
書
館
で
の
定
例
お
は

な
し
会
や
、
年
に
２
～
３
度
開
催
し
て

好
き
な
本
や
ぜ
ひ
聴
い
て
ほ
し
い
お
は

な
し
を
語
る
ミ
ニ
お
は
な
し
会
、
声
が

け
で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
の
お
は
な
し

会
、
仲
間
づ
く
り
の
講
座
を
開
催
す
る

こ
と
を
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

は
な
し
の
文
化
が
根
づ
く
よ
う
に
と
発

足
し
ま
し
た
。

「
お
は
な
し
を
語
る
人
と
聞
く
人
が
共

に
信
頼
し
あ
っ
て
目
に
は
見
え
な
い
豊

穣
を
作
り
だ
し
、
楽
し
み
を
共
有
で
き

る
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
場
を
大
人

や
子
ど
も
の
周
り
に
い
っ
ぱ
い
作
り
た

い
」
と
い
う
理
念
で
、
素
話
に
よ
る
お

は
な
し
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
２
年
か
ら
京
都
市
伏
見
中
央

図
書
館
の
え
ほ
ん
コ
ー
ナ
ー
で
お
は
な

し
会
を
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
素
話

は
受
け
入
れ
難
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

歴
代
の
館
長
さ
ん
、
司
書
さ
ん
の
支
援

は
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
語
り
の
場
を

作
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
と
き
も
マ
ス
ク
や
人
数
制
限
な
ど

を
工
夫
し
て
、
お
は
な
し
会
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
も
で
き
な

い
赤
ち
ゃ
ん
が
え
ほ
ん
コ
ー
ナ
ー
に

寝
っ
こ
ろ
が
っ
て
顔
を
語
り
手
に
向

け
、
じ
い
っ
と
聴
く
姿
を
何
度
も
目
に

し
ま
し
た
。
児
童
文
学
者
の
渡
辺
茂
男

さ
ん
が
著
書
で
、
息
子
さ
ん
夫
婦
が
手

づ
く
り
の
プ
リ
ガ
フ
ォ
ー
ン
で
胎
教
を

し
た
ら
、
泣
き
出
し
た
孫
の
鼓
子
さ
ん

（
生
後
３
～
４
か
月
）
に
そ
の
絵
本
を

読
む
と
泣
き
止
み
、
じ
っ
と
聴
き
入
る

光
景
を
羨
ま
し
く
眺
め
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、ま
さ
に
そ
の
も
の
で
し
た
。

お
母
さ
ん
が
上
の
子
に
読
み
聞
か
せ
て

　

本
会
は
「
視
覚
障
害
者
の
た
め
の

テ
ー
プ
図
書
づ
く
り
講
座
」
の
受
講
生

を
中
心
に
「
瀬
戸
町
朗
読
奉
仕
『
積
み

木
の
会
』」
と
し
て
、
１
９
８
２
年
に

発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
図
書
館
や

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

積
み
木
の
会

岡
山
県
岡
山
市

〈
推
薦
〉

岡
山
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

竹
中　

美
子

　
京
都
語
り
部
の
会
は
、
１
９
８
６
年

に
す
で
に
始
動
し
て
い
た
大
阪
の
「
な

に
わ
語
り
部
の
会
」
の
禅
定
正
世
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
お
話
の
語
り
部
講

座
」
を
開
き
、
修
了
後
、
京
都
に
も
お

京
都
語
り
部
の
会

京
都
府
京
都
市

〈
推
薦
〉

京
都
府
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

大
西
ま
さ
子

も
た
ち
の
発
想
は
ほ
ん
と
う
に
す
ば
ら

し
く
、「
自
分
で
考
え
る
わ
く
わ
く
感
」

が
み
ご
と
で
す
。
ろ
う
そ
く
🕯
を
つ
け

た
お
は
な
し
も
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵

本
も
読
み
ま
す
。
３
月
は
「
自
分
だ
け

の
絵
本
作
り
」。
１
年
間
で
楽
し
か
っ

た
こ
と
、
思
い
出
に
残
っ
た
こ
と
を
絵

本
に
し
て
発
表
し
ま
す
。文
章
を
考
え
、

そ
の
文
に
あ
っ
た
絵
を
描
き
ま
す
。
８

ぺ
ー
ジ
だ
て
の
絵
本
は
、
ど
れ
も
す
ば

ら
し
く
感
動
を
よ
び
、
文
庫
に
携
わ
る

者
へ
の
心
の
贈
り
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
例
会
が
開
催
で
き
ず

集
ま
れ
ず
、
工
夫
し
て
文
庫
を
継
続
し

ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
や
絵
本
の
紹
介

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
信
し
ま
し
た
。

　
文
庫
お
ひ
さ
ま
は
ら
っ
ぱ
で
読
ん
だ

絵
本
が
、
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
！ 

そ
し
て
そ
の
笑
顔
が
宝
も
の
で
す
。

ど
も
た
ち
の
姿
や
笑
顔
を
想
像
し
な
が

ら
、和
気
あ
い
あ
い
と
仕
上
げ
て
ま
す
。

ほ
か
に
も
中
型
紙
芝
居
、
中
型
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
多
数

の
手
づ
く
り
作
品
が
あ
り
ま
す
。

　
定
期
的
に
訪
問
す
る
図
書
館
や
児
童

館
、
こ
ど
も
園
や
保
育
園
の
ほ
か
、
要

請
に
応
じ
て
小
学
校
や
支
援
学
校
、
障

が
い
者
施
設
や
高
齢
者
の
集
ま
り
な
ど

活
動
場
所
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
毎

月
１
回
の
定
例
会
で
は
、
打
ち
あ
わ
せ

や
準
備
、
練
習
を
行
い
、
本
番
を
迎
え

ま
す
。
昨
年
度
の
活
動
回
数
は
124
回
、

参
加
会
員
数
は
延
べ
470
名
で
し
た
。

　
42
年
間
、
活
動
を
継
続
し
て
き
た
結

果
、
積
み
木
の
会
の
読
み
聞
か
せ
を
聞

い
た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
り
、
そ

の
子
ど
も
が
ま
た
積
み
木
の
会
の
読
み

聞
か
せ
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
に
根

づ
い
た
活
動
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
も

つ
ね
に
20
名
程
度
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
を
長
い
間

見
守
っ
て
い
け
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ

し
く
、
活
動
を
継
続
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
人
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

の
世
界
ま
で
忙
し
く
な
っ
た
現
在
、
優

れ
た
絵
本
や
紙
芝
居
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

な
ど
を
通
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
あ
た
た

か
い
時
間
を
過
ご
し
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に

作
っ
た
大
型
ペ
ー
プ
サ
ー
ト



事
務
局
報
告
（
１
月
）

☆
～
５
日
＝
事
務
局
休
業

☆
６
日
＝
機
関
紙
「
読
書
推
進
運
動
」
第
686
号 

入
稿

・
７
日
＝
出
版
ク
ラ
ブ
新
年
名
刺
交
換
会
出
席

☆
７
日
＝
機
関
紙
「
読
書
推
進
運
動
」
第
686
号 

責
了

・
９
日
＝
２
０
２
４
年
度 

子
ど
も
の
読
書
推

進
会
議 

第
２
回
総
会
案
内 

送
信

・
10
日
＝
２
０
２
４
年
度 

子
ど
も
の
読
書
推

進
会
議
第
２
回
幹
事
会

☆
15
日
＝
機
関
紙
「
読
書
推
進
運
動
」
第
686
号 

出
来

☆
20
日
＝
２
０
２
４
年
度 

第
３
回
理
事
会
案

内 

郵
送

・
16
日
＝
日
本
児
童
図
書
出
版
協
会
来
所
。
絵

本
ワ
ー
ル
ド
の
件
打
ち
あ
わ
せ

☆
22
日
＝「
２
０
２
３
年
度 

全
国
読
書
グ
ル
ー

プ
総
覧
」
総
覧
部 

入
稿 

終
了

☆
23
日
＝
第
67
回
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
ポ

ス
タ
ー
原
画
完
成

☆
23
日
＝
第
67
回
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
後

援
依
頼
を
７
団
体
に
郵
送

・26
日
＝「
手
作
り
紙
芝
居
ラ
イ
ブ
」取
材（
横

浜
市
歴
史
博
物
館
）

・
27
日
＝
第
40
回 

梓
会
出
版
文
化
賞
・
第
21

回 

出
版
梓
会
新
聞
社
学
芸
文
化
賞 

出
席

（
如
水
会
館
）

☆
28
日
＝
２
０
２
４
年
度 

第
４
回
常
務
理
事

会
☆
28
日
＝
第
67
回
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
ポ

ス
タ
ー
、
印
刷
会
社
に
入
稿

・
31
日
＝
２
０
２
５
「
上
野
の
森
親
子
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
」
出
展
者
説
明
会

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

●
た
だ
い
ま
、『
２
０
２
３
年
度 

全
国
読

書
グ
ル
ー
プ
総
覧
』
の
刊
行
に
向
け
、
大

量
の
刷
り
出
し
と
新
規
原
稿
作
成
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。
作
業
量
に
加
え
、
間
に
あ

わ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
も
つ

の
り
ま
す
が
、
全
国
多
く
の
読
書
グ
ル
ー

プ
の
お
名
前
に
励
ま
さ
れ
て
、
ひ
た
す
ら

作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

●
そ
ん
な
日
々
、
も
う
ひ
と
つ
心
の
支
え

は
、
学
生
時
代
の
思
い
出
で
す
。
私
の
い

た
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年
２
～
３
月
は
、
３
月

の
ゼ
ミ
合
宿
に
向
け
て
、
ゼ
ミ
員
の
「
レ

ポ
ー
ト
集
」
の
制
作
に
励
ん
で
い
る
時
期

で
し
た
。
ゼ
ミ
員
は
30
名
ほ
ど
な
の
で
、

少
部
数
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
な
ど
な

か
っ
た
時
代
、
大
学
の
印
刷
室
の
リ
ソ
グ

ラ
フ
で
、
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
（
だ
い
た
い

１
冊
が
300
ペ
ー
ジ
弱
だ
っ
た
）
を
、
ゼ
ミ

員
総
出
で
両
面
印
刷
し
て
い
ま
し
た
。
ま

だ
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
率
が
低
く
、
手
書
き

と
ワ
ー
プ
ロ
の
原
稿
が
混
在
し
、
ノ
ン
ブ

ル
は
手
書
き
で
編
集
委
員
が
ふ
る
。
写
真

も
紙
焼
き
な
の
で
、
使
い
た
い
写
真
を
コ

ピ
ー
し
て
原
稿
に
切
り
貼
り
す
る
な
ど
、

ほ
ん
と
う
に
手
づ
く
り
で
し
た
。

●
大
学
内
で
製
本
は
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
印
刷
し
た
本
文
ペ
ー
ジ
と
表
紙
を
順

番
に
並
べ
て
段
ボ
ー
ル
に
詰
め
て
製
本
所

へ
。
納
品
は
ぎ
り
ぎ
り
合
宿
で
の
読
み
あ

い
に
間
に
あ
う
、
と
い
う
の
が
お
決
ま
り

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
印
刷
会
社
に
用
意
し

て
も
ら
っ
た
『
グ
ル
ー
プ
総
覧
』
の
刷
り

出
し
の
量
に
た
め
息
を
つ
き
つ
つ
、「
自

分
で
印
刷
し
な
い
だ
け
、
ま
だ
い
い
か
」

と
、、み
ず
か
ら
を
慰
め
て
い
ま
す
。な
お
、

当
時
の
ゼ
ミ
員
た
ち
の
今
年
新
年
の
話
題

は
「
五
十
肩
」、あ
の
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
し
ら
？　
（
伸
）

●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と

（8）読 書 推 進 運 動 （第三種郵便物認可） 第687号2 0 2 5 年2月15日

読書推進運動協議会
X（旧Twitter）

で
２
０
０
０
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い

る
。
今
回
は
、
日
本
全
国
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
、小
学
生
以
下
の
「
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
」
111
点
、「
一
般
の
部
」140
点
の
応

募
が
あ
っ
た
。同
会
で
は
、入
賞
作
品

の
紹
介
と
講
評
、全
応
募
作
品
一
覧
な

ど
を
掲
載
し
た
記
念
冊
子
を
用
意
し

て
い
る
。
詳
し
く
は
、
同
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://kam

ibunkyo.
jim

dofree.com
/

）
ま
で
。

　

ま
た
、
１
月
26
日
㈰
に
は
、
コ
ン

　
紙
芝
居
文
化
推
進
協
議
会
と
神
奈
川

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、「
第
24
回 

手
づ
く
り
紙
芝
居
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入

賞
作
品
22
点
を
発
表
し
、
２
０
２
４
年

12
月
１
日
㈰
に
実
演
審
査
会
を
神
奈
川

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
神
奈
川
県
横

浜
市
）
で
開
催
し
て
、
大
賞
、
横
浜
市

長
賞
を
決
定
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
神
奈
川
県

立
図
書
館
「
神
奈
川
県
手
づ
く
り
紙

芝
居
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
引
き
継
ぐ
形

ク
ー
ル
応
募
作
品
を
作
者
自
身
が
演
じ

る
「
手
作
り
紙
芝
居
ラ
イ
ブ
」
が
、
神

奈
川
県
横
浜
市
の
横
浜
市
歴
史
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
入
賞
作
品

の
コ
ピ
ー
も
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
注

目
を
集
め
た
。

　
横
浜
市
歴
史
博
物
館
は
、
昭
和
時
代

の
「
街
頭
紙
芝
居
」
を
多
く
所
蔵
し
て

お
り
、
毎
月
１
回
、
街
頭
紙
芝
居
の
上

演
も
実
施
。
こ
の
日
も
、
横
浜
市
の
指

定
文
化
財
の
街
頭
紙
芝
居
作
品
（
レ
プ

リ
カ
）
が
演
じ
ら
れ
た
。

■
紙
芝
居
文
化
推
進
協
議
会
「
手
づ
く
り
紙
芝
居
コ
ン
ク
ー
ル
」

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
応
募
！

実
演
審
査
で
大
賞
を
決
定

■
「
ア
フ
リ
カ
子
ど
も
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
設
立
20
周
年

子
ど
も
の
本
か
ら
ア
フ
リ
カ
を

知
っ
て
楽
し
む

し
む
子
ど
も
の
本
」
は
約
120
冊
の
児
童

書
の
セ
ッ
ト
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説

カ
ー
ド
が
つ
き
、
写
真
絵
本
の
パ
ネ
ル

や
沢
田
と
し
き
さ
ん
（
絵
本
作
家
）
の

手
描
き
ア
フ
リ
カ
地
図
な
ど
ビ
ジ
ュ
ア

ル
資
料
も
充
実
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
展
示
希
望
の
施
設
へ
セ
ッ
ト
貸
出

も
行
っ
て
い
る
（
有
料
）。
詳
細
は
同

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://africa-

kodom
o.com

/

）
を
参
照
の
こ
と
。

こ
さ
ん
（
翻
訳
家
）
を
開
催
し
た
。

「
ア
フ
リ
カ
子
ど
も
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
に
設
立

し
た
ふ
た
つ
の
子
ど
も
図
書
館
を
継
続

的
に
支
え
る
、
識
字
や
楽
し
み
の
た
め

の
本
を
必
要
と
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
の

子
ど
も
た
ち
へ
本
を
届
け
る
、
日
本
の

子
ど
も
た
ち
に
ア
フ
リ
カ
の
文
化
や
ア

フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
伝
え

る
、
を
目
的
と
し
て
活
動
。
今
回
展
示

し
た
「
ア
フ
リ
カ
を
読
む
、
知
る
。
楽

「
ア
フ
リ
カ
子
ど
も
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
２
０
２
４
年
12
月
６
日
㈮
・

７
日
㈯
に
東
京
都
千
代
田
区
の
ブ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
カ
フ
ェ
で
設
立
20
周
年
記

念
「
ア
フ
リ
カ
を
読
む
、
知
る
、
楽
し

む
子
ど
も
の
本
」
展
と
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト「
ケ
ニ
ア
の
村
に
図
書
館
を
つ
く
る
」

講
師
＝
福
本
友
美
子
さ
ん
（
翻
訳
家
）、

「
ど
う
し
て
ア
フ
リ
カ
？ 

ど
う
し
て
図

書
館
？
～
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
な
が

ら
考
え
た
こ
と
」
講
師
＝
さ
く
ま
ゆ
み
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